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海上保安庁海洋情報部では、精密な最低水面の

調査のため 2016 年度より西日本海域を中心に自

律型海洋観測装置 AOV（Autonomous Ocean 

Vehicle）「Wave Glider」（図 1）の運用を開始し

た。AOV は燃料を要せず無人で自律的に航行し、

長期間の観測が可能な海洋プラットフォームである。

海洋情報部では１年以上の潮汐観測から得られる天

文最低低潮面 LAT （ Lowest Astronomical 

Tide）を精密な最低水面とし、AOV による潮汐観

測のデータから LAT の算出を目指すこととした。 

 

これまで第七、八、九、十、十一管区で AOV

を導入し、管区職員を中心に運用、整備及びデ

ータ解析を行ってきた。観測中は運用者がインタ

ーネットを介して陸上から監視及び指示を行い、

24 時間の運用体制を構築した。また、AOV で

得た海象及び気象データは衛星通信を介してリ

アルタイムで陸上に送り、常時海況を確認しなが

ら運用している。 

 

常設験潮所の沖合で AOV により観測され算

出された LAT は、最低水面を基準として常設験

潮所の LAT と同等または最大で 4 cm 程度低

くなることが確認された(図2)。潮汐を除く風向・風速、気温、波浪、流向・流速、水温、塩分

といった観測データは海洋状況表示システム「海しる」に提供され、海洋情報部のホームペ

ージにリアルタイムで公開されてきた。また、黒潮横断時の海流データが海洋速報に活用さ

れた例（図 3）や台風通過時の海象及び気象データを観測した報告（図 4）もあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

AOV は船を派遣せず連続した海象観測を行える一方で、長期観測であることから冬季

の日照不足に伴う電力不足や海生生物付着による動作不良といった課題も生じた。これら

の経験を踏まえ来年度以降には風力を動力源とした新型のAOV「Sailbuoy」(図5)の試

験運用を開始予定である。従来の AOV と比較し小型かつ省電力な機体であり、より安定

した長期運用が見込まれる。今後、本庁を中心として本格的な運用を予定しており、今年

度３月に実施する海上試験を通し運用に関する問題点の抽出、解決を図ったうえで海洋調

査能力の一層の向上に資する運用を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 


